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全国学力・学習状況調査  

 

特徴的な問題 

 

 

－校内研修及び授業に生かすためにー  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◎ 「特徴的な問題」を、上記のような問題として取り上げました。 

    今、求められている「身に付けさせたい資質・能力」を理解し、学習指導

の改善・充実を図ることができるよう、日々の授業や校内研修等でご活用

ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特徴的な問題」とは 

 

 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等

につながるよう、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具

体的に示すメッセージとなる問題  
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集めた材料を基に、事実と意見とを区別して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫して文章を書くことができるかどうかをみる問題 

 

 
○ 目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるよう 

に書き表し方を工夫することができるようにする 

  事実を客観的に書くとともに、その事実と感想や意見との関係を十分捉えて書くことが大

切である。 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 令和３年度 P.42～53、授業アイディア例 令和３年度 P.5～6 

 

 

１ 小学校「国語」 

(1) 国語 設問番号２二 学校のよさを伝える文章を書く 

    学習指導要領の内容：５・６学年 Ｂ書くことウ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 事物のよさを多くの人に推薦する文章を書くなど、理由や事例を明確にしながら、筋道

を立てて自分の考えを述べる活動を設定する。 

② 自分の考えとそれを支える理由や事例といった関係性が明確になっているか、事例は

客観的な事実に裏付けられているかを吟味する学習活動を設定する。その際、理由・事例

を示す表現や文末表現の書き表し方について確認する場をもつ。 

③ 考えと理由や事例のつながり等について、友達同士で確認し合うなど、読み手の視点に

立って考えを深められるような学習活動を設定する。 

【出題の趣旨】 目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみ

る。 

 

正答例 

 「お兄さんやお姉さんと遊べ

て楽しかった」という１年生や、

「みんなが楽しそうでうれしか

った」という４年生がいます。こ

のように、「たてわり遊び」のよ

いところは、学年をこえた交流

ができるところだと思います。

（100字） 

１ 



 

学習を振り返り、情報を整理していたことで、複数の情報をまとめて伝えることができたこ

とを捉えることができるかどうかをみる問題 

 
○ 目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けた

りできるようにする 

自分の目的や意図に応じるとともに、聞き手の求めていることに応じて集めた材料をどの

ように整理すればよいかを考えることが大切である。 

 

 

 

 

 (2) 国語 設問番号１三 学校の取り組みをオンラインで紹介し合う 

    学習指導要領の内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことア 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

指導のポイント 

① 自分の目的や意図に応じるとともに、聞き手が求めていることに応じて、聞いたり話

し合ったりすることを具体的に考え、関係する資料を整理する時間を設定する。 

② 伝える内容を検討する際には、多様な内容や別々の要素等をまとめたり、語句と語句

を線でつないだりするなど〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項との関連を図

った指導を行う。 

③ 紹介する内容を決め、事前に整理したメモを生かして交流する場面において、メモに

整理したことが、どのように役立ったのかについて、ＩＣＴを活用するなどして学習を

振り返り、自覚することができるようにする。 

 

 

【出題の趣旨】 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝

え合う内容を検討することができるかどうかをみる。 

学習指導上の留意点 

正
答 

４ 

２ 



 

文章を読んで、心に残ったところとその理由を、文章から言葉や文を取り上げてまとめるこ

とができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

令和４年度２二(県 68.9％ 国 68.3％)、２三(県 59.3％ 国 59.2％) 

 

 

 

○ 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりできるようにする 

  登場人物の行動や会話、様子等を表している複数の叙述を結び付け、それらを基に性格や考

え方等を総合して判断したり、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が読み

手に与える効果について自分の考えを明らかにしたりすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 国語 設問番号３三 物語を読み、心に残ったところを説明する 

    学習指導要領の内容：５・６学年 Ｃ読むことエ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

① これまでに物語を読んだ経験等を想起しながら、読む目的や読みの観点（登場人物の人

物像、相互関係、物語の展開、表現の効果等）を明確にする場を設定する。 

② 心に残ったことをまとめる際に使う言葉等を具体的に考える場を設定することで、「何

が書かれているか」という内容面だけでなく、「どのように描かれているか」という表現

面にも着目して読むことができるようにする。 

③ 着目した叙述から考えられることをノート等にまとめて交流することで、物語の全体像

をより具体的に捉えたり、考えを広げたりすることができるようにする。 

【出題の趣旨】 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたり

することができるかどうかをみる。 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
が
、
ハ
エ
の
女
の
子
に
、
自
分
が
食
べ
て

い
る
の
は
朝
日
の
ひ
か
り
だ
と
話
し
た
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
す
な
お
な
女
の
子
を
お
ど
ろ
か
せ
ず
、

安
全
に
帰
そ
う
と
す
る
や
さ
し
さ
が
表
れ
て
い
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。（
１
０
０
字
） 

文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

３ 



 

資料を基にした話合いの話題や発言を踏まえ、自分の考えを書くことができるかどうかをみ

る問題 

 

 

 

 

○ 話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめることが

できるようにする 

  話合いの展開に応じて、自分の発言と他者の発言とを結び付けたり、他者同士の発言を結

び付けたりして、自分の考えや集団としての考えをまとめることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：授業アイディア例 令和３年度 P.3～4 

 

 

 

 

２ 中学校「国語」 

(1) 国語 設問番号１四 話合いをする 

    学習指導要領の内容：１学年 Ａ話すこと・聞くことオ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 何についてどのような目的で話し合っているかといった、目指している到達点を常

に意識することができるように指導する。 

② 話の内容を正確に理解するために、必要に応じて重要な情報を書き留めたり、分か

らないことや知りたいこと等を話し手に尋ねたりするなどの言語活動を設定する。 

③ ＩＣＴを活用して話合いの様子を個人で振り返ったり、振り返った内容をグループ

で共有したりする場を設定する。 

【出題の趣旨】 話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考

えをまとめることができるかどうかをみる。 

正
答
例 

 

山
岡
さ
ん
の
発
言
に
あ
っ
た
、
様
々
な
人
が
お
す
す
め
の
本

を
紹
介
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
に
意
識
し
て
触
れ
、
多
様
な

意
見
に
触
れ
に
く
い
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

４ 



 

話合いをする場面において、発言が意見と意見を支える理由であることを捉えることができ

るかどうかをみる問題  

〈関連する問題と正答率〉   

令和５年度１二(県 66.3％ 国 65.1％) 

 

 

 

〇 意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができるようにする 

  話や文章の中に含まれている情報と情報とがどのように結び付いているかを捉えたり、整

理したりすることが大切である。 
 

 

 

 

 

 

 

 ・参考：報告書 令和５年度 P.19～31、平成 26年度 P.40～43 

(2) 国語 設問番号１三 話合いをする 

    学習指導要領の内容：１学年 (2)情報の扱い方に関する事項ア 

     評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 
 

                  

  

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 考えとともに考えの拠り所となる事例が示されているかを確かめるなど、話や文章

の中に示されている考えと、それを支える根拠との関係を明らかにすることができる

よう指導する。 

② 目的や場面、意図に応じて資料を集め、資料から必要な情報を取り出して整理する

際に、図表を用いるなどして、観点に沿って整理する場を設定する。 

【出題の趣旨】 意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどうかを

みる。 

正
答 

 

３ 

５ 



 

表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した表現がどのような効果があるのかを具体

的に書くことができるかどうかをみる問題  

 

 

 

○ 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫することが

できるようにする 

語句や表現が、文章の内容を伝えたり印象付けたりする上で、どのように働いているかを

考えながら、より効果的な語句を選んで描写することが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 国語 設問番号３四 物語を創作する  

   学習指導要領の内容：２学年 Ｂ書くことウ 

    評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 表現が、自分の考えを明確に伝えるために機能しているか、どのような効果を生んで

いるかなどについて、読み手の立場から検討する場を設定する。 

② 表現の工夫とその効果について、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい

点や改善点を見いだす場を設定する。  

  

 

【出題の趣旨】 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよ

うに工夫することができるかどうかをみる。 

正
答
例 

ア 
（
あ
の
日
か
ら
数
日
過
ぎ
た
。）
窓
か
ら
差

し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
、
今
日
も
僕
は

い
つ
も
の
場
所
で
君
を
待
っ
て
い
る
。 

イ 

「
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
」

の
よ
う
に
情
景
を
描
写
す
る
こ
と
で
、

「
僕
」
の
期
待
感
が
印
象
的
に
伝
わ
る
。 

６ 



 

日常生活の問題を解決するために、目的に応じて必要なデータを収集し、表やグラフに表し、

身の回りの事象を数学的に考察できるかどうかをみる問題  

５ 

 
○ 日常生活の問題を解決するために、目的に応じて収集したデータを分類整理し、表やグラフ
を用いて、身の回りの事象について考察できるようにする 
興味・関心や問題意識に基づき、必要なデータを収集し、分類整理したり、表や適切なグラ

フに表したりして、統計的に問題を解決できるようにすることが大切である。また、問題を解
決するために、条件や情報を解釈し、数学的に表現し、判断できるようにすることも大切であ
る。 

 
 
 
 
 

３ 小学校「算数」 

(1) 算数 設問番号５(4) 身の回りの事象を目的に応じて表やグラフを用いて考察すること 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ａ数と計算(1)イ(ア) 

               ３学年 Ｄデータの活用(1)ア(ア) 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：短答式 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 児童自身が課題を明確に捉え、それに沿って資料を積極的に集め、観点を決めて分類整理
することができるよう配慮する。 

② 表やグラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを、表のどの部分から、ある
いはグラフのどの部分からそのように考えたのかを、ほかの人にも分かるように伝える活動
を取り入れる。 

③ 表やグラフの部分と部分や、複数のグラフを比べ、同じところや似ているところ、少し違
うところや大きく違うところなどを見いだし、表現できるようにするとともに、伝え合うこ
とで様々な考えがあることに気付くことができる活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 示された情報を基に、表から必要な数値を読み取って式に表し、基準値を 

       超えるかどうかを判断できるかどうかをみる。 

正答 

【㋒】３ 【㋓】１８ 

７ 



 

日常生活の問題を解決するために、示された場面を解釈し、異種の二つの量の割合として捉えら

れる数量の関係について考察できるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

令和３年度１(2)(県 88.1% 国 86.7%) １(3)(県 54.4% 国 55.8%) １(5)(県 86.8% 国 85.1%) 

○ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり

表現したりする方法を考察し、それらを日常生活に生かすことができるようにする 
  速さなど単位量当たりの大きさについて考察する方法を工夫し、日常の事象の解決に活用でき

るようにすることが大切である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 算数 設問番号４(3)  異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に 

                  ついて考察すること  

学習指導要領の領域等：５学年 Ｃ変化と関係(2)ア(ア)イ(ア）  

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 
① 速さを、単位時間当たりに移動する長さとして捉えたり、一定の長さを移動するのにかか
る時間として捉えたりするなど、目的に応じた処理の仕方を工夫する活動を取り入れる。 

② 日常生活の場面と関連付けて、速さのイメージをもつことができるようにする。また、速
さを公式によって求めることを学習した後も、単位量当たりの大きさの意味に基づき、速さ
を比べる活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や
数を用いて記述できるかどうかをみる。 

学習指導上の留意点 

４ 
<正答の条件> 

かなたさんの方が速いと判断できた上で、次の二つの事柄

が書けている。  

・かなたさんとほのかさんが歩いた道のりが等しいこと 

・かなたさんがかかった時間がほのかさんがかかった時間

よりも短いこと 

 もしくは、次の二つの事柄が書けている。 

 ・かなたさんの歩く速さ 

 ・ほのかさんの歩く速さ 

正答例 

【番 号】１ 

【わけ１】 かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋

300＝1200で、1200ｍです。かなたさんとほのかさ

んが歩いた道のりは、1200ｍで同じです。かかった

時間は、かなたさんのほうが短いです。道のりが同

じとき、時間が短いほど速さが速いので、かなたさ

んのほうが速いです。 

【わけ２】 かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋

300＝1200で、1200ｍです。だから、かなたさんの

歩く速さは、1200÷20＝60で、分速 60ｍです。ほ

のかさんの歩く速さは、1200÷24＝50 で、分速 50

ｍです。だから、かなたさんのほうが速いです。 

８ 



 

問題場面の数量の関係に着目し、計算の仕方や計算の結果について考察できるかどうかをみる

問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 26年度Ｂ１(2)(県 60.2％ 国 55.2％） 

平成 30年度Ｂ４(1)(県 65.9％ 国 62.7％)  

 

２ 

 
○ 数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりする
とともに、その性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりすることができるよ
うにする 
計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察することが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 算数 設問番号２(1) 乗法の性質や除法の除数と商の大きさの関係について 

                    考察すること 

   学習指導要領の領域等：３学年 Ａ数と計算(3)イ(ア) 

    評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

 ① 既習の乗法の意味や、十進位取り記数法や乗法九九などを基にして、新しい計算の仕方を

考えるような活動を取り入れる。 

 ② 計算を工夫する活動を通して、問題解決等において、よりよいものを求め続けようとする

態度や、多面的に考えようとする態度を育成する。 

【出題の趣旨】 計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答え

を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。 

正答例 

【求め方】  16÷２＝８で、かける数の 16は、かける

数の２の８倍です。350×16の積は、350×

２の積の８倍だから、700×８＝5600です。 

【㋑】 5600 

<正答の条件> 

次の①、②の全てを書き、㋑を 5600 と書いている。 

① 16 が２の８倍であることを表している式や言葉 

② 700の８倍になることを用いて、350×16の積㋑ 

を求める式や言葉 

９ 



 

 日常生活や社会の事象を考察する場面において、表やグラフなどからデータの傾向を適切に
読み取り、判断の理由を数学的に説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉  

令和５年度７(2)(県 42.9％ 国 33.6％） 

 

 
〇 判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるようにする 

ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明する際には、説明の対象となる成り立つ事柄を明確

にした上で、その根拠を指摘することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：過去の報告書、授業アイディア例等の関連のあるページを紹介する。 

４ 中学校「数学」 

(1) 数学 設問番号７(2) データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ｄデータの活用(1)イ(ア) 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 
 

７ 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

①   日常の事象を題材とした問題を取り上げ、その解決のために必要なデータを収集・整理

し、四分位範囲を求めたり箱ひげ図で表したりして複数の集団のデータの傾向を比較して

読み取り、その結果を基に説明するという一連の活動を取り入れる。 

② 箱ひげ図から読み取った事柄とその根拠について、話し合う活動を取り入れる。その際、

箱ひげ図から読み取ったデータの特徴を根拠としてよいかどうかを考えるなど、批判的に

考察できるように指導する。 

【出題の趣旨】 複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を

数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

〈正答の条件〉 

次の(a)又は(b)について記述しているもの。 

(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にずれていっている

こと。 

(b) 第１四分位数と第３四分位数がだんだんと大きくな

っていること。 

正答例 

・ 速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれ

て、箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていっている。 

・ 速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれ

て、第１四分位数と第３四分位数が大きくなっている。 
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日常生活や社会の事象を考察する場面において、事象の中にある関数関係を見いだし、数学的

に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法について数学的に説明することができる

かどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉  

平成 30年度Ｂ３(3)(県 15.4％ 国 13.2％） 

令和２年度６(2)(実施せず） 

(2) 数学 設問番号８(2) 日常的な事象における問題について、関数関係に着目し 

構想を立て解決すること 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ｃ関数(1)イ(イ） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

【出題の趣旨】 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる

かどうかをみる。 

 

○ 問題解決の方法を、数学的な表現を用いて説明できるようにする 

  問題解決の方法に焦点を当て、何をどのように用いればよいかといった「用いるもの」と

「用い方」を確認し、表、式、グラフの「用い方」について数学的に説明できるようにするこ

とが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ① 具体的な場面において、事象を理想化したり単純化したりすることで、数量の関係を一

次関数とみなすことの意味を理解できるような機会を設ける。 

 ② 日常の事象や社会の事象の中から取り出した二つの数量の関係を一次関数とみなすこと

で解決できる問題を考察する際には、目的に応じて表、式、グラフを適切に選択し的確に

表現できるようにする。 

 

 

学習指導上の留意点 

〈正答の条件〉 

アを選択し、次の(a)、(b)について記述しているも

の、又は、イを選択し、次の(c)、(b)又は(c)、(e)につ

いて記述しているもの。 

(a) 「強」の場合の式と「弱」の場合の式に𝑦 ＝0 

を代入すること。 

(b) 上記(a)に対応する 𝑥 の値の差を求めること。 

(c) 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ 

の 𝑦 座標が 0 である点に着目すること。 

(d) 上記(c)に対応する𝑥 の値の差を求めること。 

(e) 上記(c)に対応する 2 点間の距離を読み取る 

こと。 

正答例 

〈アを選択した場合〉 

・ 「強」の場合の式と「弱」の場合の式につい

て、それぞれの式に𝑦 ＝0を代入し、𝑥 の値の差

を求める。 

〈イを選択した場合〉 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦 の値が 0のときの𝑥 の値の差を求め

る。 

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦 座標が 0 のときの 2 点間の距離を

読み取る。 
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図形の性質を考察する場面において、問題解決の過程や結果を振り返って新たな性質を見

いだすことができるかどうかをみる問題 

○ 図形の性質を考察する場面において、事柄が成り立つ理由を論理的に考察できるようにす

る 

  証明に用いた前提や証明の根拠、結論を整理するなどして証明を振り返り、新たな性質を

見いだす活動を取り入れることが大切である。 

 

 

 

 

(3) 数学 設問番号９(2) 筋道を立てて証明し、図形を考察すること 

   学習指導要領の領域等：２学年 Ｂ図形(2)ア(イ)イ(ア） 

   評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 観察や操作、実験等の活動を通して、予想した事柄が成り立つ理由を筋道を立てて

考えることができるようにするとともに、条件を変えるなどして発展的に考察する活

動を取り入れる。 

② 条件を変えた図形を観察する際には、コンピュータを活用することも効果的である。

１人１台端末を利用し、成り立つと予想される図形の性質を見いだし、それを他の生

徒と共有するなどの活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、

新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる。 

正答 ①に ウ と解答し、 

②に ウ と解答しているもの。 
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令和６年度全国学力・学習状況調査の傾向 児童生徒質問調査(小学校・中学校) 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

 〇基本的生活習慣、学習習慣等 

  →普段（月曜日～金曜日）、家庭における携帯電話、スマートフォン、コンピュータ等

の使用に関する質問が再掲 

  ・テレビゲーム、ＳＮＳ、動画視聴等の 1日当たりの時間（5）（6） 

  ・使い方に関する家庭の約束の遵守（7） 

  →健康に過ごすために、学んだことを生活に役立てているかを問う質問が新設 (8) 

→分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫す

ることができているかを問う質問が新設（20） 

 

○GIGAスクール構想の推進 

→ＩＣＴを活用した学習状況について、児童生徒がどのような点に有用性を感じてい 

るかなど、きめ細かに把握できるような質問が新設 

・自分のペースで理解しながら学習を進めることができる（28-1） 

・分からないことがあった時に、すぐ調べることができる（28-2） 

・楽しみながら学習を進めることができる（28-3） 

・画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる（28-4） 

・自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる（28-5） 

・友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる（28-6） 

・友達と協力しながら学習を進めることができる（28-7） 

  

○主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

  →学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況等を明らかにするため、主体的・

対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する項目を継続 

  →個別最適な学び・協働的な学びに関する項目を充実 

  ・学級の友達や生徒との間で話し合う活動について問う質問が、「自分の考えを深めた

り、広げたりすることができている」から「自分の考えを深めたり、新たな考え方に

気付いたりすることができている」に変更（33） 

  ・授業で学んだことの活用について問う質問が、「ほかの学習で生かしている」から「次 

の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりする」に変更（35） 

  ・友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んで

いるかどうかを問う質問（新:37） 

 

○学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

→国語の学習について 

調査結果と質問調査の結果を合わせて複合的に分析できるよう、授業においてど

のように学んでいるかを問う質問が追加 
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・違う点や似ている点を意識したり、図で示したりしながら、情報を整理（小46） 

・具体的な情報と抽象的な情報との関係を捉えて理解（中46） 

   ・目的に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして伝える内容を検討 

（小47） 

      ・話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめる 

（中47） 

   ・目的に応じて、自分の考えが伝わるように工夫して文章を書く（小48） 

   ・自分の考えが伝わるように、表現の効果を考えて文章を書く（中48） 

・人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして読む 

（小49） 

・目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈（中49） 

 

→算数・数学の学習について   

主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程や結果を改善しようと 

したりするなど、数学的に考える資質・能力の育成に関する質問が新設・再掲 

・学習したことを、今後の学習で活用しようとする（新:57） 

 ・学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える（再:54） 

・問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える

（再:55） 

・問題が解けたとき、別の解き方を考えようとする（再:56） 

  

→理科・英語の学習について 

今年度調査を実施していない教科についても、過去の調査で明らかになった課題 

   を踏まえ、それらがどのように変化しているのかをフォローアップできる項目を新

設・追加（継続） 

   ・自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を

見いだしたりすることがある（新:59）、他（再:58、60） 

   ・英語の授業の内容はよく分かる（新:小63）、他（継:小61、62 中61～65） 
 

 ○その他 

  →放課後や週末の過ごし方（家庭での過ごし方、学習塾、習い事、部活動や地域の活

動への参加等）を具体的に問う質問が集約され新設 (26) 

  →学校の授業時間以外や休日、家庭での学習習慣に関する質問が削減 

   ・令和５年度は、６問（16～21）だったが、今年度は、２問となる（21、22） 

→読書についての質問が削除 

→部活動に関する質問が削除 

・令和５年度は、読書に関する質問が１問(21)、部活動に関する質問が４問（中25

～28）あったが、今年度は０問となる 

 

２ 参考 

 →小学校は、63問で、昨年度の 59問より 4問増加 

   ・算数や理科の学習に関する質問が再掲・新設された影響が大きい 

 →中学校は、65問で、昨年度の 72問より 7問減少 

  ・英語や部活動に関する質問の削減・削除による影響が大きい 
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令和６年度全国学力・学習状況調査の傾向 学校質問調査（小学校・中学校） 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

 

 ○児童生徒の学習の実態に応じた指導の改善や多様な個々の状況に応じた学びの実現に生かす 

  →「個別最適な学び・協働的な学び」の充実について問う質問が新設、再掲 

   ・授業や学校生活において、児童生徒が、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力し 

ながら課題を解決する取組(新:質問 28) 

   ・児童生徒が自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動の実施(新:質問 29) 

   ・児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導（再：質問 32） 

   

 ○各教科の授業における児童生徒の学びについて把握 

  →「国語科の指導方法」（新設） 

   ・情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ

とができるような指導(質問 小 41) 

   ・目的や意図、場面の状況に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、話す内容を検

討することができるような指導（質問 小 42） 

   ・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫して文章を書くことができるような指導(質問 小 43) 

   ・登場人物の人物像や物語の全体像を具体的に想像し、表現の効果を考えて読むことができる

ような指導(質問 小 44) 

   ・話を聞いたり文章を読んだりするときに、具体的な情報と抽象的な情報との関係を捉えて理

解することができるような指導(質問 中 41) 

   ・話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめることができるよ

うな指導(質問 中 42) 

   ・自分の考えが伝わるように、表現の効果を考えて文章を書く指導(質問 中 43) 

・説明的な文章を読み、目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができ

るような指導(質問 中 44) 

 

  →「算数科の指導方法」（新設） 

   ・問題の答えを求めさせるだけではなく、どのように考え、その答えになったのかなどについ

て、児童生徒に筋道を立てて説明させるような授業（質問 47） 

   ・児童生徒がどのようなことにつまずくのかを想定した指導（質問 48） 

 

  →「理科の指導方法」（再掲） 

   ・自然の事物・現象から問題を見いだすことができる指導等、教科調査が実施された年度の項目      

（質問 49～51） 

 

  →「英語科の指導方法」（継続） 

   ・外国語教育の充実に取り組む上での研修や自己研鑽の機会等の設定や英語を聞いたり、読ん

だりして概要や要点を捉える言語活動について問うなど、教科調査が実施された年度の項目 

（質問 小 52、中 52～56） 

 

   ※今年度調査問題が実施されない教科についても質問が追加された。 
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 ○学校運営に関する状況や教職員の資質向上に関する状況 

  （子供たちのウェルビーイング向上のための教師のウェルビーイング） 

  →「教職員間の情報共有の状況や学校組織の心理的安定性の確保」について問う質問が新設、再掲 

・可能な限り多くの教職員で見取り、児童生徒の様子について情報交換を実施(新:質問 21) 

・教職員による、新しい取組の導入や提案（新:質問 22） 

・教職員が互いに相談できる学校組織の雰囲気（新:質問 23） 

・教職員自身の心身の健康状態につき、振り返り対処する機会の提供（新:質問 24） 

・学校運営の状況や課題を全教職員で共有し、改善に向けての組織的な取組の実施（再:質問 20） 

    

 ○ＩＣＴを活用した学習状況 

  →個別最適な学び（個に応じた指導）や主体的・対話的で深い学びにおけるＩＣＴの活用状況につ   

いて問う質問が継続・新設 

   ・ＩＣＴを活用した学習状況に関する項目（継:質問 小 53～66、中 57～70） 

  ・不登校児童生徒に対する学習活動等の支援（授業配信を含む） 

（新:質問 小 65-1、2 中 69-1、2） 

 

 ○その他 

  →家庭学習の進め方の工夫、教育相談体制について問う質問が新設・再掲 

   ・児童生徒が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなどの家庭学習の進め方の工夫について 

（新:質問 小 72 中 76） 

   ・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる教育相談体制について 

（再:質問 8） 

 

２ 参考 

・「新型コロナウイルス感染症の影響に関する項目」が削除されたため、小学校は昨年度より 5問減

り 76問に、中学校は昨年度より 9問減り 80問となった。 

 ・「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況」において、児童生徒の個別

最適な学び・協働的な学びに関する項目が充実し、児童生徒が学校においても、家庭においてもよ

り主体的に学んでいるかが問われた。 

 ・教育振興基本計画において、「子供たちのウェルビーイングを高めるには、教師のウェルビーイン

グを確保することが必要」とされている。このため、教職員間の情報共有の状況や学校組織の心理

的安定性の確保等の観点から新規項目が追加された。 

 

  ・今年度実施された教科の学習状況について、質問調査の結果も合わせて複合的に分析できるよう

項目が追加された。（質問 国語 41～44 算数・数学 45～48） 

 

 ・過去の調査で明らかになった課題を踏まえ、それらがどう改善、変化してきたかについて追跡調査 

できるように各教科の授業における児童生徒の学びにおいて、今年度調査問題が実施されない教

科においても質問が追加された。（質問 理科 49～51 英語小 52、中 52～56） 
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